
令和 1 年 8 月 12 日 

地域密着型サービス 運営推進会議 報告書 

事業所名称… 健笑庵いくま 

サービス種類…地域密着型通所介護事業 

会議開催日…令和 1 年 7 月 25 日 

開催場所… 健笑庵いくま 1 階 ミーティングルーム 

出席者 

事業所 3 人 利用者 1 人 

利用者家族 0 人 地域代表者 2 人 

松江市職員 0 人 包括支援センター 1 人 

知見を有する者 0 人 その他（     ） 0 人 

【議事・議題】 

１．活動等の状況 

①利用状況（Ｈ31.1 月～Ｒ1.6 月） 

登録者数 22 名（総合事業 5 名）男性利用者 1 名 平均１日 約 7 名利用                

利用者数 1 月 162 名 2 月 152 名 3 月 165 名 4 月 163 名 

5 月 179 名 6 月 175 名 

平均年齢 86.5 歳（75 才～97 才） 

介護度別人数 事業対象者（2） 支援 1（0） 支援 2（3） 

介護 1（11）介護 2（6）介護 3（0）介護 4（0）介護 5（0） 

送迎範囲(主な地域) 鹿島町古浦、岡本町、川津町、南平台他 

②地域や関係機関との連携の状況 

地域包括支援センターや居宅介護支援事業所との情報交換 

③研修、会議の状況 

   ・外部研修会：高齢者虐待防止について 

介護予防日常生活支援総合事業について 

・職員全体会議：毎月 1 回  ・ケース検討会議：毎月 1 回 

・担当者会議：適時参加 

④防災訓練の実施 月 1 回の防災訓練（火災・地震・水害） 

２．活動の状況 

  ①主な行事や活動 

1 月 新年会（ちらし寿司・グラスケーキ）佐太神社初詣・鹿島原子力館外出 

2 月 節分（豆まき、恵方巻きづくり）本庄道の駅外出 

3 月 雛祭り、ホワイトデー 

4 月 桜花見（玉造温泉、鹿島深田公園） 

5 月 節句、母の日 

6 月 笹まき作り、金魚すくい 

7 月 七夕会、ハス見学 

②日曜デイ：毎月 1 回開催 

③誕生会：随時 

３．苦情・相談の状況について 

  ①苦情は特になし 



  ②相談内容 

・デイと自宅両方で継続して出来る創作活動の提供をして欲しい。 

（対応の状況）編み物やゴミ箱づくりの提案 

・午後からの利用を朝からの利用に促して欲しい。 

（対応の状況）当初慣れることを目標として、2 か月程度の期間をかけて 1 日利用となる。 

４．質疑応答 

Q 改築等の状況及び送迎車の状況はどうか。また利用料金は月どの程度になるのか。 

A 改築は行っていない。今期はエアコンの入れ替えを行った。送迎車は軽自動車 1 台を含む 3 台を配置し

て対応している。利用者の方が負担する利用料金は介護度や利用回数によって異なるが、平均すると食

事代を含め平均 1 万円から 2 万円である。 

Ｑ日曜デイは何人の参加があるのか。 

Ａ現在は最大で 8 名の参加がある。 

Ｑ.デイの空き状況はどうか。 

Ａ毎曜日空きがある。（.月２名、火 2 名、水 1 名、木 0 名、金 2 名、土 2 名）  

     

【意見交換】 

（利用者） 

 サービス利用について特に不満はない。外出の機会が欲しい。 

（地域代表者） 

 日曜デイ、外出について工夫して企画されていて良いと思う。 

 送迎についても細心の注意をはらってほしい。 

（地域代表者） 

 デイサービスでは予防が大事である。悪くならない様に支援を継続して下さい。 

 給料が少ないと一般的によく聞くが、介護士、看護師が足りているか。 

 今後、様々な災害等に十分にお気をつけください。 

（包括支援センター） 

 デイに行きたいと思っている高齢者の方は、たくさんおられる。ただ閉鎖的なイメージも残り抵抗を感じて

いる方もおられるようだ。取り組んでいる活動などを発信する事も重要である。 

 公民館との連携、生馬カフェの活用、ボランティアセンターの活用もされてはどうか。 

 日曜デイの外出行事など工夫されていて良いと思う。 

（事業所） 

 最近では事業所間の連携が希薄になっている。積極的な連携が必要に感じている。 

  

 

 

 

※事業所確認欄 

□活動報告についての評価を受けることができたか。 ○ 

□要望・助言等受ける機会を設けたか。 ○ 

 


